
 

平成３０年度 第４２回 全国高等学校ハンドボール選抜大会 

 

戦  評  用  紙  

                                                             女１  

女子  ２回戦   
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4
9

－
－
－白梅学園

－
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－
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2回戦、初戦郡山女子附を下した岐阜商と自力に勝る白梅の対戦。白梅３番平野のサイドシュートで１

点目を先制し、４番小宮山のパスフェイントからのカットインシュート、速攻等で得点を重ね、 

前半１３分の時点で１１対１と白梅が優位に試合を進めた。岐阜商も７番森のミドル・ロングシュート

で応戦するものの点差は縮まらず２６対４で前半は終了した。白梅は後半もディフェンスの手を緩め

ず、速攻での得点を重ね、更に点差を広げた。岐阜商も６番坂牧のピボッドや、７番森のロングシュー

トなどで攻撃を仕掛けるが相手ＧＫの好守でなかなかゴールを割ることができない。２番藪野、４番川

口のカットインシュートで得点チャンスを着実に決めていくものの、終始速いパス回しから多彩な攻撃

力をみせ、また、安定したディフェンスからの速攻で点数を重ねた白梅が３８対１３で勝利した。 

 

                          ３１年 ３月 ２５日  

                 記載者氏名   川田 和磨    
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女子２回戦、大分のスローオフで試合開始。両チーム速い攻撃を展開し目が離せない熱戦となった。

先制は富岡高橋の力強いミドルシュートが決まるも、すぐに大分東江がカットインで同点となる。大分

は安定したディフェンスから速攻に持ち込み３点連取する。一進一退の攻防が続き３点差が縮まらない

富岡、前半２０分大分萩尾と高橋の得点で５点差になり、すかさずタイムアウトを請求。その後は徐々

にリードを許してしまい１４対７で折り返す。後半の立ち上がり大分廣田の好セーブから速い攻撃に持

ち込み大分は得点を重ねていく。追いつきたい富岡だが大分キャプテン後藤のロングシュートに対応で

きず、さらにディフェンスからの速攻でリードを広げられ２６対１２で大分高校が３回戦へと駒を進め

た。 

                            ３１年  ３月 ２５日  

                         記載者氏名 水野 恭宏        
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女子2回戦は昭和学院７番宮代の速攻による先制点からゲームが動き始める。その後昭和学院は２

番高橋のサイドシュート、華陵は７番松浦、９番佐伯らの速攻やミドルシュートを中心に得点を重ね

ていく。一進一退の攻防の中、前半２３分華陵７番松浦の速攻からのミドルシュートで３点差が開く

と、昭和学院はすかさずタイムアウト。その後昭和学院は３番田中、５番小柴のシュートで猛追し、

前半終了３０秒前、２番高橋から８番永嶋への鮮やかなスカイプレーで得点し、前半を同点で折り返

す。  

後半の立ち上がりも同点から１点差の膠着状態が続く中、後半１６分華陵 15 番のミドルシュート

で１点リードの直後、2番川崎が痛恨の２分間退場。しかし華陵はこの2分間を無失点で守り抜き、

9番佐伯のカットイン、７番松浦のミドルシュートで2度、点差を2点に広げる。対する昭和学院は

7 番宮代のポストプレーですかさず１点差に追いつく。その後追加点を挙げゲームを決めたい華陵で

あったが、昭和学院1番永野がセーブを重ね追加点を許さない。終始シーソーゲームとなったこの試

合だが試合終了１分前、昭和学院タイムアウトからのセットオフェンスを華陵の堅守が守り切り、１

点差で勝利した。 

                            平成 31 年  3 月 25 日  

   

                          記載者氏名  有泉弘太        
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 女子二回戦、福井商業のスローオフから試合開始。立ち上がり３分過ぎ先制は福井商業３番朝日の

シュートから試合が動いた。その後一進一退の攻防を繰り返すが１０分過ぎ高松商業が2人目の退場者

を出し、流れが福井商業に傾くかと思われたが、高松商業３番竹内のミドルシュートで連続得点を重ね、

流れを渡さなかった。高松商業１点リードで前半を折り返す。 

後半立ち上がり、福井商業13番竹内の7ｍスローの得点から動き出す。中盤まで一進一退の攻防を

繰り返すが、福井商業のディフェンスのシステムチェンジにより高松商業が得点できない時間帯が続

く。後半20分過ぎ福井商業3番朝日の連続得点により高松商業がタイムアウトを要求。その後も高松

商業が得点を奪えず、連続得点を許し福井商業が5点差をつけ勝利した。 

                           ３１年   ３月 ２５日  
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 小さなミツバチが一斉に飛び回り、体を張って巨大な熊に立ち向かう。スピードと豊富な運動量を誇

る、宮崎県代表小林秀峰が第２回戦を３２対１２で勝利した。 

開始２分、川嶋の鮮やかな７ｍスローで小林秀峰が先制すると、その後も蝦名がポストから、藤原、

谷口が速攻で着実に加点する。札幌月寒は、小柄だがよく組織された小林秀峰の立体的なディフェンス

を攻めあぐみ得点が伸びない。ペースは次第に小林秀峰に傾き、前半２１分には１２対５と大きくリー

ド。波に乗った小林秀峰は１７対５で前半を終えた。 

後半になっても流れは変わらなかった。トップを蝦名がタクトを振るう堅いＤＦからのスピードある

速攻や、ＣＢ川嶋・ＲＢ蔵本のカットインなどで加点。主将でＧＫの谷口が要所で美技を見せて点差を

広げていった。 

大型チームの札幌月寒は、ＧＫ鈴木のファインセーブやＬＢ成田・三浦のカットイン、主将仙北のポ

ストなどで最後まであきらめず見せ場をつくったが、地力の差が大きかった。 

                           ３１年  ３月  ２５日  

 

                      記載者氏名 鈴木 誠         

 

試合番号 


